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糸
車
　
た
え
て
っ
つ
き
て
　
ま
た
や
み
て

　
　
萩
の
小
ま
ど
に
　
秋
の
日
な
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

実
り
の
秋
庵
実
感
ノ

　
1
0
月
9
日
（
木
）
福
瀬
小
学
校
の
児

童
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
い
っ

し
ょ
に
6
月
に
植
え
た
稲
を
収
穫
し

ま
し
た
。
小
さ
い
手
に
鎌
を
持
ち
一
生

懸
命
稲
刈
り
を
す
る
子
供
達
の
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
鎌
が
よ
く
切

れ
る
の
で
は
ら
は
ら
す
る
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に

実
り
の
秋
を
実
感
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
（
7
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ζ
一

入口5，443人（3）

　男　2，575人（△D

　女2，868人（4）

樹帯数1，734戸（0）

　平成9年10月1日現在

　　（）は型鋼月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨



　　　　　　輔8こ”り②

第
三
十
蘭
イ
助
役
こ正

氏

ム
フ
年
の
一
月
か
ら
助
役
欠
員
と
い
う

状
況
で
し
た
が
、
十
月
一
日
付
け
で
山
本

一
正
氏
が
≡
十
二
代
目
の
助
役
と
し
て

就
任
し
ま
し
た
。
山
本
助
役
は
坪
谷
出
身

で
六
十
一
歳
。

な

・
昭
和
三
十
一
年
八
月
一
日

・
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日

・
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日

・
平
成
元
年
十
月
十
六
日

・
平
成
三
年
四
月
一
日

・
平
成
七
年
四
月
一
日

東
郷
村
役
場
入
庁

農
林
課
長

企
画
財
政
課
長

住
民
課
長

目
務
課
長

税
務
課
長

灘
糖
蕪
難

い　襲2多曜
’

∠

蓬
艦
塗

責
務
の
重
大
さ
を

　　

@
認
識
し
て

弾

　
こ
の
た
び
小
林
町
長
の
ご
指
名

を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
九
月
定
例
町

議
会
の
承
認
を
望
ま
し
て
十
月
一

日
付
け
で
助
役
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
町
長
の
補
佐
役
と

し
て
責
務
の
重
大
性
を
認
識
し
て

全
力
で
職
務
に
精
励
す
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　
地
方
自
治
を
と
り
ま
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
皆
様
の
ご
指
導
と
こ
鞭
燵
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

．
壱
㌻
面
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　　　　　　　じ③鞭8こ層’り

い
に
し
え

古
の
生
活
が
今
明
ら
か
に
鶴
野
国
師
水
流
で
集
落
跡
を
発
見
）

　
建
設
省
の
特
定
交
通
安
全
施
設
「
道
の
駅
」
建
設
に
伴
い
、
鶴
野
内

の
中
水
流
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
た
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
県
教
育
委
員
会
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

が
ま
と
め
た
報
告
に
よ
る
と
、
遺
跡
は
弥
生
時
代
以
降
の
も
の
で
、
数

多
く
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
耳
川
流
域
を
代

表
す
る
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

発掘現場

香
川
流
域
を
代
表
す
る

　
　
　
　
集
落
跡

　
発
掘
現
場
は
、
「
道
の
駅
」
の
建
設

を
予
定
し
て
い
る
鶴
野
内
中
水
流
の

国
道
等
号
と
靴
音
が
交
差
す
る
こ
び

き
亭
横
付
近
で
、
今
年
6
月
か
ら
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
遺
跡
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
の
重
複
遺
跡
で
、
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の
も
の
と
推

定
さ
れ
る
竪
穴
式
住
居
跡
が
3
4
軒
、

江
戸
時
代
の
掘
立
柱
に
よ
る
建
物
跡

が
1
0
軒
、
同
じ
く
江
戸
時
代
の
も
の

と
思
わ
れ
る
か
ま
ど
跡
が
3
基
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遺
物
と
し
て

は
、
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、

石
器
（
石
斧
、
豊
隆
、
石
皿
、
石
錘
）
、

▲かまど跡

陶
磁
器
、
キ
セ
ル
、
三
三
、
三
三
な
ど

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
獣
骨
に
つ
い

て
は
、
江
戸
時
代
の
農
耕
用
に
使
わ

れ
た
牛
や
馬
の
も
の
と
思
わ
れ
、
出

土
場
所
は
、
状
況
か
ら
見
て
牛
や
馬

の
墓
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
内
で
本
格
的
な
発
掘
調
査
を

行
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
仲
野
原
の

広
瀬
田
遺
跡
に
続
き
4
遺
跡
目
と
な

り
ま
す
が
、
3
0
軒
を
超
え
る
住
居
跡

を
検
出
し
た
遺
跡
と
し
て
は
初
例

で
、
耳
川
流
域
を
代
表
す
る
集
落
跡

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
門
で
は
延

岡
市
の
中
尾
原
遺
跡
で
6
2
軒
の
集
落

跡
が
発
見
さ
れ
た
例
が
あ
り
ま
す

が
、
発
掘
面
の
面
積
か
ら
比
較
す
る

と
本
町
の
中
水
流
遺
跡
は
か
な
り
密
度

の
高
い
も
の
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

▲出土品

矧縢購ξ轡

撰

留1

9轡
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翻
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壕
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灘

墨

画
▲役場下の国道で当時の状況を説明

　
本
県
選
出
の
国
会
議
員
で
九
月
に
入
閣
さ
れ
た
上
杉

光
弘
自
治
大
臣
が
、
本
町
を
は
じ
め
台
風
十
九
号
で
災

害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
る
大
き
な
被
害
の
出
た
延
岡

市
、
北
川
町
、
高
岡
町
を
視
察
す
る
た
め
九
月
二
十
七
日

本
県
入
り
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
は
十
二
時
前
に
来
町
さ
れ
、
町
長
を
は
じ
め

役
場
職
員
や
後
援
会
の
方
々
が
出
迎
え
ま
し
た
。
昼
食

後
、
小
林
町
長
が
図
面
や
台
風
襲
来
時
、
復
旧
時
の
様
子

を
写
し
た
写
真
等
を
も
と
に
詳
し
く
被
害
状
況
を
報
告

す
る
と
「
こ
ん
な
に
ひ
ど
か
っ
た
の
か
」
と
眉
を
ひ
そ

め
、
「
財
政
的
対
策
を
求
め
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

国
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
被
害
報
告
の
あ
と
役
場
下
国
道
沿
い
を
視
察
さ
れ
、

実
際
水
位
が
ど
こ
ま
で
上
が
っ
た
の
か
検
証
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
誘
致
企
業
で
あ
る
住
建
リ
ー
ス

の
被
害
の
様
子
も
視
察
さ
れ
、
堤
防
の
決
壊
や
製
造
機

械
の
破
損
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

レ
被
害
報
告
を
聞
く
自
治
大
臣

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　　o勿霧ど弓ご’り

宮
崎
県
議
会
の

農
林
水
産
・
商
工
建
設
常
任

　　

ﾏ
員
会
も
本
町
を
視
察

　
九
月
二
十
九
日
（
月
）
県
議
会
の

農
林
水
産
常
任
委
員
会
の
方
々
も
本

町
に
視
察
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
黒

木
収
入
役
と
農
政
課
の
職
員
の
案
内

で
羽
坂
沖
之
水
流
の
中
河
原
地
区
ハ

ウ
ス
施
設
の
被
害
状
況
を
真
剣
な
眼

差
し
で
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

同
じ
く
羽
坂
中
島
の
稲
の
被
害
状
況

も
見
ら
れ
、
小
石
混
じ
り
の
泥
で
稲

刈
り
が
は
か
ど
ら
な
い
様
子
を
見
て

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
水
が
あ
が
っ

た
の
か
」
、
「
こ
れ
は
ひ
ど
い
」
な
ど

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
商
工

建
設
常
任
委
員
会
の
方
々
も
見
え
ら

れ
県
の
誘
致
企
業
で
あ
る
住
建
リ
ー

ス
な
ど
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
出
身
の
植
野
守
県
議
も
常
任

委
員
会
視
察
に
同
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
植
野
県
議
は
台
風
が
襲
来
し
た

九
月
十
六
日
に
も
役
場
に
来
ら
れ
台

風
の
動
向
を
見
守
り
、
翌
日
に
は

さ
っ
そ
く
被
害
状
況
の
把
握
に
町
内

を
ま
わ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
杉
自

治
大
臣
、
江
藤
代
議
士
、
松
形
知
事
が

来
町
し
た
と
き
も
同
行
し
、
案
内
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一二課　　・
　ほ　　　　　　　が　ぬぶ

　一　攣賊＿、蕊　撃愁．＿＿．．．

▲二瀬の広瀬地区を調査する植野県議

救
援
物
資
・
義
援
金
等

　
台
風
襲
来
後
た
く
さ
ん
の
方
々
か

ら
救
援
物
資
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
月
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

下
着
類
、
飲
物
、
パ
ン
、
タ
オ
ル
、
毛

布
、
日
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
た

ば
こ
、
鮮
魚
等
が
寄
せ
ら
れ
被
災
世

帯
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日

向
市
の
青
年
会
議
所
を
は
じ
め
3
4
名

の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
義
援
金

も
多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
地
震
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受

け
た
鹿
児
島
県
東
郷
町
か
ら
も
助
役

さ
ん
と
町
議
会
総
務
委
員
長
さ
ん
が

見
え
ら
れ
、
見
舞
金
を
山
本
助
役
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
物
資
や
見
舞
金
は
被

災
者
の
皆
さ
ん
に
お
渡
し
し
、
一
日

も
早
い
復
旧
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

．メ

》
獲
、

Ψ
で

μ
転

∪
▲鹿児島県東郷町の助役さんと町議会総務委員長さん

一
幽；

o

一

1●

”
F

一
　
　
　
・
　
　
◎
◎
0

り

ま
し
た

住
宅
被
害

　
　
・
床
上
浸
水

　
　
・
床
下
浸
水

　
　
非
住
家
被
害

被
害
額

　
　
農
林
水
産
施
設

　
　
公
共
土
木
施
設

　
　
農
産
被
害

　
　
畜
産
被
害

　
　
林
道
災
害

　
　
商
工
災
害

　
　
水
道
被
害

　
　
合
計

百
二
十
四
件

　
　
十
八
件

　
二
十
二
件

　
一
四
八
、

　
三
＝
、

　
　
六
六
、

　
　
　
九
、

　
一
一
六
、

、
一
五
四
、

　
　
四
一
、

、
八
四
七
、

（
三
百
五
十
七
名
）

（
四
十
六
名
）

二
〇
〇
千
円

○
○
○
千
円

七
七
六
千
円

七
五
〇
千
円

○
○
○
千
円

○
○
○
千
円

一
〇
〇
千
円

五
〇
六
千
円

111111111111111111161118811111ilIllllllllllllllllllllllllllllllllIIIIIIIlIlllllllllllllillllllllllllllilllllllI181111111111111111111111111111111111111119911111111111111「Illl1511111111111111111111｝lllll「11111111111111111111「lillll「lll「IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIlllllllllllllll「1「illlllllllll「lllll

教
育
委
員
を
選
任

　
1
0
月
1
日
付
け
で
教
育
委
員
と
し

て
2
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

残
任
期
間
の
あ
と
引
き
続
き
選
任
さ

れ
た
柳
生
重
統
さ
ん
、
福
瀬
校
区
担

当
の
塩
月
英
子
さ
ん
の
後
任
と
し
て

選
任
さ
れ
た
塩
月
秀
幸
さ
ん
の
2
名

で
す
。・

柳
生
重
統
さ
ん』

・
塩
月
秀
幸
さ
ん』

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせ〈ださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　　⑦鵬8こ璽’り

聯まちのアルバム講
　　　　　　　　　　株式会社

　　110月1日⑳　東郷町ふるさと公社設立

　東郷町・日向農業協同組合・東郷町森林組合・東郷町商

工会が出資する第三セクターとして「株式会社東郷町ふる

さと公社」の設立総会が、牧水公園ふるさとの家で開催さ

れました。「株式会社東郷町ふるさと公社」は、牧水公園を

中心とした町の観光施設の管理運営をはじめ、現在整備が

進められている道の駅「とうこう」や観光物産センター等

の管理運営、特産品・加工品等の開発、各種イベントの開

催等を総合的に事業展開していくことを目的として設立

されました。 欝瞬叢熱

＼讐＼

三i艦雛

気．、

灘

・霧湿：蔚

ざ、二二郵

　　　おじいちゃんおばあちゃんと

　10月9日困　　稲の刈り入れ1

　福瀬小学校では、地元の農家の方から借りて作った

4aの田んぼで稲刈りを行いました。今年6月に植え

付けた苗が立派に育ち、黄金色の穂をつけ、まさに実

りの秋。

　先生から諸注意があったあと福瀬の老人クラブ福寿

会の代表の方から稲刈りの方法などの説明を受け早速

稲刈りを体験。中には自分の家の田んぼでお手伝いを

する生徒もいたようで上手に稲を刈り取っていまし

た。今回収穫したもち米は卒業式前のおもち用として

使われるそうです。

　　　　　　　　ソフトテニスで
　　10月12日（日）　　さわやかな汗ノ　　・

　ソフトテニスの普及と親睦を目的とした第1回東郷町ふれあ

いソフトテニス交流大会が、牧水公園テニス場で開催されまし

た。町ソフトテニスクラブの主催で行われた大会で、秋晴れの

もと町内外から52チーム104人が参加しさわやかな汗を流して

いました。各部門の優勝チームは次のとおりです。中学生女子

の部（藤井恵子、後藤理香ペア　東中）、中学生男子の部（矢

野基生、水野圭介ペア　坪数）、一般女子35歳未満の部（田

代仁美、田代玲子ペア　寺迫）、一般男子35歳未満の部（那

須健司、矢野一郎ペア　坪谷）、一般男子35歳以上の部（矢

野善文　坪谷、竹下忠良　門川ペァ）、

総

　　　　　　　　バイク講習会
　10月13日（月）

　秋の交通安全運動の一環として、本町では高齢者を

対象としたバイク講習会が行われました。この日は日

向警察署の方とバイク業者の方が講師となって講習が

行われ、ブレーキを片方だけでかけたときや両方のブ

レーキをかけたときなどの実演を見て、正しいブレー

キのかけ方、運転する姿勢などを学びました。最近は

高齢者の交通事故が多発していますが、参加された皆

さんは正しい知識を身につけ、普段から交通安全に対

等響鰹陶窯同郷必
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　　　　　　　灘どうご’り⑥
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澤翠

簸鰭
航欝鰍

ミ静

　　マスコミの力

　私は子どもの頃「日本の家は紙で作られている」と聞いてびっくりしたことがあります。「雨が降っ

たらどうなるのだろうか」と素朴な疑問をもったものです。また、「相撲の力士は優勝するためには健

康を犠牲にして体を鍛えるので、30歳までには死ぬ」と聞いたときもたいへん驚きました。確かにふす

まや障子には紙を使い、力士の寿命は日本人の平均寿命ほど長くありませんが、以前私が聞いたこと

は事実とは異なっていたわけです。

　しかし、イギリス人の大部分が日本について知っていることは、マスコミの情報や日本人観光客の

姿に限られています。旅行では普段よりお金を費やすことは当たり前ですが、イギリス人はそれだけを

見て日本人はみんなお金持ちだと思いがちです。そのことを日本人に言うと「日本は物価が高いし、

海外旅行に行けるほどの経済的余裕をもつ人は過半数にも満たない」などと言います。このような誤

解は仕方ないかもしれませんが、マスコミの日本に対する情報はあまりあてにならないような気がしま

す。

　イギリスの80年代の大人気のテレビ番組は、しばしば＜Endurance＞といったEヨ本番組を紹介

しました。その番組は、参加者が苦労して拷問的なゲームをクリアしていくというものでした。例えば

目隠しされたまま蛇がたくさんいる部屋でどれだけ我慢できるか、一分間でゴキブリを何匹食べられ

るか、そういったゲームです。番組の名前はくザ・ガマン〉、参加者は一流大学生です。今年の夏イ

ギリスにいた私はそれを久しぶりに見ていました。「変わった国民だね」と田が言いました。日本のみ

んながそうじゃない、特別な番組なのだと私は説明しました。

　逆に日本人は、テレビの中の外国についてどんな印象を受けるのでしょうか。いろいろな国の様子

が放送されていますが、外国で作ったドラマなども普通の日常生活を表現したものばかりではありま

せん。自分の抱いている外国のイメージだけにとらわれてはいけないと思いますし、また、マスコミの

情報をそのままうのみにすることは誤解を生む原因だと思います。

×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈××〉・〈〉＜X「XX＞〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈×）棚〉〈〉・〈×〉・〈〉〈〉〈〉〈X×〉〈×〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈X×〉〈〉〈×〉〈××〉〈〉〈×〉く

陽
の
沈
む
空
に
茜
の
広
が
り
ぬ

齢
わ
す
れ
て
心
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

名
を
呼
べ
ど
反
応
な
か
り
し
臥
す
友
は

今
日
笑
顔
に
て
応
へ
て
く
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

悠
々
と
潮
風
う
く
る
副
馬

青
め
る
草
を
移
り
つ
つ
食
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

子
ら
の
打
つ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
を
追
い

あ
き
つ
の
群
れ
の
道
に
飛
び
交
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

朝
な
夕
な
響
く
チ
ャ
イ
ム
は
秋
立
ち
て

冷
気
た
だ
よ
ふ
峡
渡
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夕
べ
炊
ぐ
厨
に
入
り
日
あ
か
る
く
て

吹
き
込
む
風
に
庭
木
々
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

ゆ
く
り
な
く
胆
石
症
を
患
い
て

古
希
過
ぎ
し
身
を
ベ
ッ
ド
に
晒
す

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

牛
飼
い
に
か
か
は
る
仕
事
多
く
し
て

老
い
た
る
吾
に
辛
き
日
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

梅
雨
明
け
を
テ
レ
ビ
の
告
ぐ
る
ま
昼
間
を

膝
痛
む
妻
は
朝
よ
り
臥
す

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

朝
露
に
濡
れ
た
る
青
葉
昇
り
ゆ
く

陽
に
き
ら
き
ら
と
映
え
て
清
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

天
草
の
海
穏
や
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く

島
の
岬
の
白
き
十
字
架

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

仕
事
終
え
汗
ば
む
体
に
虻
ひ
と
つ

ま
っ
は
る
山
の
道
を
急
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

短
歌
尾
鈴
短
歌
会
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　　　　　　　轍どうご’り⑧

鴛r撫θ吻魯

　小野田の

畝原功気くん（5歳）

　父：畝原和彦さん

　母：　　雪美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　からあげ、みかん

○好きな遊びは何ですか？

　フフンコ

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　野球の選手
▲題「くわがた」

　福瀬の

小林広珍くん（5歳）

　父：小林佳光さん

　母：　美代子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ウインナーとこ’はん

○好きな遊びは何ですか？

　木のぼり

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ドラゴンボール

汐弓

　
矩響黛了　

響
嘱

な

嶺
榊粧概繁
・鍛

、竃ぞ K‘、

　　　Q窃

鍵

（＼茎窯轟
　▲題「うんどうかい」

轟

亀
曹
＾
幸
＾
至
幸
・
曹
轟
・
条
・
駅
頭
・
曹
・
曹
・
曹
・
辛
子
寺
寺
条
壱
尋
尋
尋
尋
寺
寺
条
尋
尋
壱
壱
幸
壱
尋
菅
条
冬
春
尋
尋
轟
轟
轟
轟
壱
条
母
条
条
菅
各
各

鰍一審の話・題

被災者に鮮魚の贈り物

　9月27日土曜日、ホテ

ルベルフォート日向を経営

されている谷口貞夫さんか

ら、台風19号で被災され

た皆さんへと水揚げされた

ばかりの鮮魚約700匹が

届けられました。魚はハマ

チ四百匹、タチウオニ百匹

子ダイ百匹で、1早速その日

の内に消防団本部の団員が

浸水被害を受けた世帯に配

布しました。被災された家

庭はまだ後かたづけに追わ

れているという状況でした

が、心あたたまる贈り物に

「心から感謝したい」とい

う声が聞かれました。

駐
在
所
だ
よ
り

　　　φψひ　　　ψ　9ψ◎oφ　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　・“一　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　σφ　　　　　　　　　．一　　　　　　　　〇一　　　　　　　ゆψφ　　　　　　o一一　　　　　．一　　　　ψひ　　　ψひ　　ψψ　ψψ　ゆψ9φ

道
路
交
通
法
一
部
改
正
！

0
改
正
の
主
な
理
由

・
昨
年
、
全
国
的
に
は
交
通
事
故
の

死
者
が
九
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
交
通
事
故
の
発
生

件
数
は
史
上
最
高
の
七
十
七
万
件
を

記
録
し
、
交
通
情
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
今
後
も
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

・
交
通
事
故
死
者
の
ほ
ぼ
三
割
が
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お

り
、
社
会
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
さ
ら

に
そ
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
高
齢
者
保

護
の
対
策
等
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。

0
改
正
の
要
点
（
抜
粋
）

一、

^
転
免
許
に
関
す
る
規
定
の
整
備

（一

j
軽
微
な
違
反
を
犯
し
た
者
に
対

す
る
講
習
の
義
務
づ
け
（
平
1
0
・
1
0
）

施
行
予
定

（
二
）
免
許
の
欠
格
期
間
の
延
長
（
平

10

E
4
）

（
三
）
重
大
な
違
反
を
し
た
者
の
免
許

の
取
消
（
平
1
0
・
4
）

二
、
高
齢
の
歩
行
者
等
の
保
護
を
図

る
た
め
の
規
定
の
整
備

（一

j
免
許
の
返
納
制
（
平
1
0
・
4
）

（
二
）
七
十
五
歳
以
上
の
者
の
免
許
更

新
に
関
す
る
特
例
（
平
1
0
・
1
0
）

（
三
）
高
齢
歩
行
者
の
保
護
（
平
9
・

1
0
・
3
0
）
施
行

（
四
）
高
齢
運
転
者
の
保
護
（
平
9
・

10

E
3
0
）
施
行

三
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
及
び
円
滑

を
図
る
た
め
の
規
定
の
整
備

（一

j
最
高
速
度
違
反
、
過
労
運
転
に

対
す
る
規
制
罰
則
の
強
化
（
平
1
0
・

4
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
二
の
（
三
）
（
四
）
、
が

平
成
九
年
十
月
三
十
日
に
施
行
さ
れ

ま
す
が
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
齢
歩
行
者
の
保
護

　
高
齢
歩
行
者
が
道
路
を
横
断
し
よ

う
と
し
て
い
る
場
合
、
必
要
と
認
め

た
と
き
は
付
近
に
居
合
わ
せ
た
者
は

誘
導
、
合
図
す
る
な
ど
し
て
高
齢
歩

行
者
が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に

努
め
、
ま
た
車
の
運
転
者
は
高
齢
歩

行
者
が
通
行
し
て
い
る
と
き
は
一
時

停
止
や
徐
行
な
ど
し
て
そ
の
通
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0
高
齢
運
転
者
の
保
護

　
老
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る
身
体
機
能

の
低
下
が
運
転
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
七
十
五
歳
以
上
の
者
は

普
通
自
動
車
に
一
定
の
標
識
（
総
理

府
令
で
様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
）
を
付
け
て
運
転
す
る
よ
う
に
努

め
、
ま
た
周
囲
の
運
転
者
は
標
識
を

付
け
た
自
動
車
に
幅
寄
せ
を
し
た
り

割
り
込
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
改
正
法
に
つ
い
て

は
平
成
十
年
四
月
及
び
十
月
に
施
行

予
定
で
す
の
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

今
後
さ
ら
に
本
欄
で
紹
介
し
ま
す
。
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　　　　　　　　⑨輩獺8こ”り

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
朝
夕
は
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
は
お
元
気
で
す
か
。

　
今
月
は
腎
臓
病
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
腎
臓
病
と
い
え
ば
、
顔
や
手
足
が

む
く
ん
だ
り
、
血
尿
が
出
る
病
気
と

理
解
し
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
む
く
み
や
血
尿
の
た
め

に
病
院
を
訪
ね
る
方
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
。
腎
臓
病
も
一
般
に
自
覚
症
状

に
乏
し
く
健
康
診
断
な
ど
の
機
会
に

は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
る
方
が
多
い
の

が
実
情
で
す
。

　
も
っ
と
も
多
い
慢
性
腎
炎
は
蛋
白

尿
や
血
尿
だ
け
の
時
期
か
ら
、
高
血

圧
や
む
く
み
、
さ
ら
に
進
行
し
て
あ

と
に
述
べ
る
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
や

腎
不
全
と
な
る
時
期
ま
で
千
差
万
別

で
、
病
気
に
よ
っ
て
治
療
法
が
異
な

り
ま
す
。
完
全
に
治
す
薬
は
ま
だ
作

ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
病
気
と
一
生

つ
き
あ
い
、
進
行
し
な
い
よ
う
に
腎

臓
を
い
た
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

軽
い
腎
炎
の
場
合
、
蛋
白
尿
、
血
尿
も

わ
ず
か
で
、
血
圧
も
腎
機
能
も
正
常

で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
忘
れ

が
ち
で
す
が
、
一
年
に
数
回
は
診
察

を
受
け
、
日
常
生
活
は
徹
夜
の
仕
事

や
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
む
く
み
や
高
血
圧
が
あ
る

方
は
勤
労
者
な
ら
定
期
勤
務
、
学
生

な
ら
軽
い
体
操
程
度
に
と
ど
め
、
睡

眠
は
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
と
は
高
度
の

蛋
白
尿
が
あ
り
、
血
中
の
蛋
白
質
が

不
足
す
る
た
め
に
む
く
み
を
生
じ
る

病
気
を
い
い
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と

手
足
、
顔
だ
け
で
な
く
胸
や
お
腹
に

水
が
た
ま
り
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
っ

た
り
、
お
腹
が
張
っ
て
き
た
り
し
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
蛋
白
質
を
多
め

に
摂
取
し
ま
す
。

　
そ
し
て
慢
性
の
腎
臓
病
や
糖
尿
病

性
腎
症
は
次
第
に
進
行
し
、
腎
臓
が

低
下
し
た
状
態
を
慢
性
腎
不
全
と
い

い
ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と
「
尿
毒

症
」
に
な
り
貧
血
の
た
め
顔
色
が
悪

く
、
倦
怠
感
、
無
気
力
、
食
欲
不
振
、

吐
き
品
等
の
全
身
症
状
が
出
て
、
血

液
中
の
カ
リ
ウ
ム
が
増
加
し
不
整
脈

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
尿
毒

症
の
症
状
が
現
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
透

析
療
法
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
腎
臓
病
の
食
事
に
つ
い
て

簡
単
に
。
1
）
血
液
が
高
け
れ
ば
塩
分

制
限
、
2
）
む
く
み
が
あ
り
尿
量
が
少

な
い
と
き
は
水
分
の
制
限
、
3
）
腎
臓

の
働
き
が
弱
り
老
廃
物
が
た
ま
る
よ

う
な
ら
蛋
白
質
制
限
、
4
）
血
中
に
カ

リ
ウ
ム
が
た
ま
る
と
き
は
カ
リ
ウ
ム

の
制
限
を
。

　
今
月
は
こ
の
辺
で
、
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　平成9年度「犬」の登録及び
狂犬病予防注射日程表（第2回）

期
日 時　　間 場　　　　　　所 実施地区

9：00～10：30 福　　瀬　　公　　民　　館

10：40～ll：40 広瀬生活改善センター
福　瀬

11

獅
T
日
（
水
）

13：30～15：00 農　協　寺　迫　支　所

15：15～16：15 庭　　田　　集　　会　　所
寺　迫

9：00～10：20 小　野　田　公　民　館 小野田

10：30～12：00 鶴野内コミュニティーセンター

鶴野内

11

獅
U
日
（
木
）

13：00～14：00 大工野集落センター

14：10～15：10 八重原消　三門庫 八重原

15：20～16：20 迫　野　内　公　民　館 迫野内

9：00～9：50 羽坂生活改善センター 羽　坂

10：00～10：50 田　　野　　公　　民　　館 田　野

11：00～11：50 仲　　深　　公　　民　　館 仲　深

11

獅
V
日
（
金
）

13：00～14：10 坪　　谷　　公　　民　　館 坪　谷

14：30～15：10 下　渡　川　集　会　所 下渡川

15：30～16：30 斎蔵生活改善センター 越　表

今年は今回が最後ですので、もれなく登録、予防接種を済

ませてください。

都合のよい時問、場所でお受けください。

詳細については、福祉生活課（n169－3903）までお問い合わせく

ださい。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
糸
車
た
え
て
つ
づ
き
て
ま
た
や

み
て
萩
の
小
ま
ど
に
秋
の
日
な
が

き
」
。

　
こ
の
歌
は
牧
水
が
中
学
四
年
生

（
明
治
三
十
五
年
・
十
七
歳
）
の
夏

季
休
暇
で
帰
省
中
の
作
で
す
。

　
牧
水
の
生
家
の
一
隅
に
古
い
糸
車

が
今
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
牧
水

の
祖
母
や
母
が
当
時
使
用
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
、
村
の

各
家
に
は
た
い
て
い
糸
車
が
あ
り
糸

を
つ
む
ぎ
機
織
り
を
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
こ
の
歌
は
別
に
解
説
は
不
要

か
と
思
い
ま
す
が
、
母
マ
キ
が
糸
車

を
回
し
て
お
り
、
ク
ル
ク
ル
、
ク
ル
ク

ル
と
い
う
そ
の
音
だ
け
が
ひ
び
い
て

く
る
秋
の
日
の
平
和
な
雰
囲
気
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
な
お
萩
は
今
も
生
家

の
庭
先
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
糸
車
に
つ
、
い
て
少
し
述

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
糸
車
は
糸
織
り

車
と
も
言
っ
た
よ
う
で
す
。
手
回
し

の
大
き
な
竹
車
、
綿
や
ま
ゆ
か
ら
糸

を
と
る
と
き
に
使
う
機
械
で
す
。
お

そ
ら
く
皆
さ
ん
の
家
で
も
古
い
糸
車

が
保
存
さ
れ
て
い
る
家
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
牧
水
の
歌
に

次
の
一
首
も
あ
り
ま
す
。

　
母
が
飼
ふ
　
秋
蚕
の
匂
ひ
た
ち
ま

よ
ふ
家
の
片
す
み
に
置
き
ぬ
机
を

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

　
こ
の
歌
は
明
治
四
十
五
年
、
父
の

病
気
で
牧
水
が
帰
郷
し
て
い
る
頃
の

歌
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
若
山
家

は
祖
父
の
時
代
か
ら
医
院
が
家
業
で

し
た
が
、
祖
母
や
母
は
他
の
家
庭
と

同
じ
の
よ
う
に
蚕
を
飼
い
糸
を
つ
む

い
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉



　　　　　　　鞘どうこ”り⑩
　　　お知らせ
インフォメーション）≧》

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

　
1
9
9
8
年
用
の
宮
崎
県
民
手
帳

の
購
入
予
約
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

お
仕
事
や
日
常
生
活
に
役
立
つ
資
料

が
収
録
し
て
あ
り
、
贈
り
物
に
も
重

宝
で
す
。
大
型
版
・
小
型
版
と
も
に

内
容
は
同
じ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
愛
用
く

だ
さ
い
。

▽
サ
イ
ズ

　
大
型
判
（
1
4
・
0
㎝
×
8
・
4
㎝
）

　
小
型
版
（
1
2
・
5
㎝
×
8
・
0
㎝
）

▽
価
格
い
ず
れ
も
姻
円

▽
　
色
　
　
グ
レ
ー

▽
申
込
先
　
各
組
合
長
、
役
場
企
画

　
　
　
　
財
政
課
ま
で

▽
申
込
期
限
　
1
2
月
1
9
日
ま
で

※
冊
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
」
の
［
口

　
　
　
　
1
1
月
9
日
は
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
　
　
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
」
の
日
で

　
　
　
す
。
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
宮
崎
」
の
日

　
　
　
と
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る
県
民
意

　
　
　
識
の
高
揚
を
図
る
と
共
に
、
美
し
い

　
　
　
郷
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各

　
　
　
自
治
体
、
各
種
団
体
等
を
は
じ
め
と

　
　
　
し
た
県
民
総
ぐ
る
み
の
環
境
美
化
運

　
　
　
動
を
全
県
下
統
一
し
て
実
施
す
る
日

　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
公
園
、
緑
地
、
水
辺
等
の
公
共
の
場

　
　
　
の
清
掃
及
び
樹
木
、
草
花
の
植
栽
並

び
に
居
住
地
周
辺
の
清
掃
な
ど
の
環

境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？
頴
．

高
額
療
養
費
の
貸
付
制
度
三

　
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
額

が
高
額
に
及
ぶ
と
き
の
資
金
に
充
て

る
た
め
、
町
で
は
高
額
療
養
費
支
払
資

金
貸
付
基
金
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
基
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
東
郷
町
の
住
民
で
健
康

保
険
量
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養

費
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

　
貸
付
金
額
は
、
高
額
療
養
費
支
給

推
計
金
額
か
ら
｝
万
円
を
差
し
引
い

た
額
以
内
で
、
貸
付
利
率
は
無
利
子
、

貸
付
期
間
は
、
貸
付
を
受
け
た
日
か

ら
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
日

ま
で
で
、
償
還
は
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
る
と
き
一
括
償
還
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
貸
付
制
度
を
ご
利
用
に
な
り

た
い
方
、
ま
た
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
住
民
課
保
険
年
金
係

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本

の
郵
便
請
求
に
つ
い
て

　
仕
事
の
都
合
や
距
離
的
な
理
由

で
、
役
場
に
来
て
住
民
票
や
戸
籍
謄

抄
本
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
郵
便
請
求
に
よ
り
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
請
求
の
際
は
、
次
の
事
項
を
記
入

の
上
役
場
住
民
課
ま
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
請
求
者
　
　
（
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
）

▽
必
要
な
人
　
（
必
要
な
人
の
氏
名
、

本
籍
地
、
筆
頭
者
）

▽
必
要
な
も
の
（
住
民
票
、
戸
籍
謄

本
、
抄
本
を
何
通
必
要
か
）

▽
使
用
目
的
（
例
：
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
の
た
め
）

　
な
お
、
申
請
の
際
に
は
宛
名
記
入

の
返
信
用
封
筒
、
切
手
、
手
数
料
と
し

て
郵
便
局
発
行
の
定
額
小
為
替
（
住

民
票
三
百
円
、
戸
籍
謄
抄
本
四
百
五

十
円
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
現
金

で
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合

に
は
現
金
書
留
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
住
民
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
圓
6
9
－
3
9
0
2
）

免
許
更
新
受
付
時
間
等
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　
日
向
警
察
署
に
お
い
て
は
、
運
転

免
許
更
新
の
受
付
を
毎
週
火
曜
・
金

曜
の
二
日
間
、
午
前
・
午
後
の
2
回

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
更
新
者
数

の
減
少
に
伴
い
、
平
成
9
年
1
2
月
1

日
か
ら
午
前
中
の
み
と
な
り
ま
す
。

当
日
の
受
付
時
間
は
今
ま
で
ど
お
り

9
時
3
0
分
か
ら
1
0
時
3
0
分
ま
で
で

す
。
誕
生
日
の
一
ヶ
月
前
に
ハ
ガ
キ
に
よ

る
更
新
案
内
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
の

で
、
内
容
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
、

　
日
向
警
察
署
交
通
課

　
　
　
　
（
魍
5
3
－
0
1
1
0
）

　
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
（
園
5
2
－
3
9
6
7
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋
季
全
国
火
災

　
　
　
　
　
予
防
運
動

11

獅
X
日
（
日
）
か
ら
1
1
月
1
5
日
（
土
）

ま
で
の
7
日
間

「
つ
け
た
火
は
　
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま

で
　
あ
な
た
の
火
」

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
　
　
　
納
期
は
十
二
月
一
日
ま
で

謹
書

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
1
0
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
仲
深
の
三
浦
幸
生
さ
ん
か
ら

　
（
骨
力
さ
ん
・
8
8
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
関
口
岩
男
さ
ん
か
ら

　
（
弘
さ
ん
・
6
8
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
挾
間
勝
利
さ
ん
か
ら

　
（
辰
雄
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

◎
黒
表
の
中
里
チ
ト
セ
さ
ん
か
ら

　
（
高
行
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

般
寄
　
付

　
福
瀬
の
川
越
富
貴
雄
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者
名
住

黒
木
海
樽
浩
二
寺

野
別
美
南
海
明
年
福

結
婚
お
幸
せ
に

（ （ （米黒 糸米 山三 氏

原
木
美

平
良
か

口浦

知文 お孝 玲岳

子也 り則 奈史
名

熊
本
県

小
野
田
福
瀬

篁
欝

鶴
野
内
坪
谷

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

中
里

挾
間

長
田 関

口
三
浦

氏

ヨ

高
行

辰
雄

シ
ヱ 弘

是
力

名

71 81 90 68 88 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

越 坪 小 迫 仲 住
野 野

表 谷 田 内 深 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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